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１．はじめに 

近年，コンクリート構造物の構築における生産性向上の観点から，増粘剤一液タイプの高性能 AE減水剤を

用いた増粘剤系高流動コンクリート 1)(以下，高流動コンクリート)の適用が進められている．このコンクリー

トを，例えばマスコンクリートへ適用する場合には，温度ひび割れ低減を目的として普通ポルトランドセメン

トより水和発熱量の少ない中庸熱もしくは低熱ポルトランドセメントの使用が想定される．本稿では，これら

の低発熱型セメントを用いた高流動コンクリートのブリーディング量や凝結時間，圧縮強度および中性化抵抗

性等の基礎性状把握を目的にした試験結果について報告する． 

２．配合仕様および試験項目 

表-1に本試験に用いた使用材料，表-2に試験配合を示す．試験を行った高流動コンクリートは，増粘剤一

液タイプの高性能 AE 減水剤を用いており，単位水量を 170kg/m3および単位セメント量を 425kg/m3で一定，自

己充填性はランク３相当，試験目標値はスランプフローが 600±100mm，空気量が 4.5±1.5％とした．試験配

合は、低熱型セメントを用いた場合の基礎性状を把握するため、中庸熱ポルトランドセメント（M）と低熱ポ

ルトランドセメント（L）を用いた配合と，比較として普通ポルトランドセメント（N）を用いた配合とした。

練混ぜは環境温度 20℃の室内で行い，ブリーディング試験(JIS A 1123)，凝結試験(JIS A 1147)，促進中性

化試験(JIS A 1153) および圧縮強度試験(JIS A 1108)を行った．なお圧縮強度試験供試体は，脱型後の養生

として標準水中養生を行っている． 

 

  
 

 

 

 

 

 

３．試験結果および考察 

（１）ブリーディングおよび凝結特性 

表-3にブリーディング試験と凝結試験の結果を示す．N配合と M配

合は，ブリーディングが発生せず，凝結時間にもほとんど差異が見ら

れなかった．今回の配合条件においては L 配合の場合にブリーディン

グが発生したが，「建築工事標準仕様書 JASS5 鉄筋コンクリート工事

20152)」に記載されているブリーディング量の目標値 0.3cm3/cm2を下 

回っており，配合設計への影響は小さい結果となっている．これは，L 配合にはセメント中に含まれるエー

ライトが N配合および M配合と比較して最も少なく，水和反応が抑制されるため凝結時間が長くなる傾向が

あり，その結果ブリーディングが発生したと考えられる 3)．  
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水 細骨材 粗骨材 混和剤

W N M L S G SP

N配合 170 425 - - 857 875 6.58

M配合 170 - 425 - 861 875 6.16

L配合 170 - - 425 862 875 5.73
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表-2 試験配合 

水 W

N

M

L

細骨材 S

粗骨材 G

混和剤 SP

上水道水

材料 産地等

高性能ＡＥ減水剤（増粘剤一液タイプ）

普通ポルドラントセメント 　密度3.16 g/cm
3  

比表面積3340 cm
2
/g

セメント 中庸熱ポルドラントセメント 密度3.21 g/cm
3  

比表面積3180 cm
2
/g

低熱ポルドラントセメント   密度3.22 g/cm
3
 比表面積3440 cm

2
/g

千葉県君津市産山砂　　　　 表乾密度2.62 g/cm
3
、粗粒率2.61

高知県吾川郡産石灰砕石　   表乾密度2.70 g/cm
3
、粗粒率6.64

表-1 使用材料 

率 量 始発 終結

(%) (cm
3
/cm

2
) (時:分) (時:分)

Ｎ配合 0.00 0.00 8:25 10:10

Ｍ配合 0.00 0.00 8:20 10:00

Ｌ配合 0.04 0.00 9:00 11:20

配合名

ブリーディング 凝結

表-3 ブリーディング・凝結試験結果 
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（２）圧縮強度 

表-4 および図-1 に圧縮強度試験結果を

示す．N 配合の発現強度を基準として，各

配合の発現強度を表した場合，材齢 28 日

において M 配合は強度比 95.1%，L 配合は

強度比 86.8%程度となるが，材齢 56日で同

等の強度となった．この結果は図-1に破線

で示す通り，土木学会の圧縮強度推定式 4)

を用いて算出した場合と，同様の傾向を示

すことを確認できた． 

（３）中性化 

表-5に促進中性化試験結果を示す．試験結果より算

定した促進中性化 26 週時の中性化速度係数は，N配合

(1.01mm/√year)と比較して，M 配合(2.21mm/√year)，

L 配合(4.43mm/√year)ともに大きく 5)，また L 配合は

促進材齢 1 週より中性化が進行している．これは，M

配合と L配合にはセメント中に含まれるエーライトが 

N 配合と比較して少なく，水和の進行が遅い 3)．その傾向が最も強い L 配合において水和反応により生成さ

れ中性化抵抗性に寄与する Ca(OH)2は，試験体作成時から材齢 28日までの標準水中養生において，他配合と

比較して最も生成速度が緩やかであることが影響していると考えられる 6)． 

表-6に，表-5で算出した中性化速度係数を用いて，試験した配合を

屋外環境(CO2濃度 0.03%)に適用した場合の中性化深さ推定結果を示す．

推定に用いた中性化速度係数は，促進材齢 26週時のものを用いている．

表より，M 配合と L 配合は，N 配合と比較して中性化深さが大きくなる

が，中性化深さが最大の L 配合でも経過時間 100 年時の中性化深さは

7.7mmと小さな値であるため，今回の配合においては中性化が，配合設

計上問題にならないと考えられる． 

４．まとめ 

本試験から，得られた知見を以下に示す． 

(1) ブリーディングは，N配合および M配合より凝結時間が長い L配合に，発生しやすい傾向が認められた． 

(2) セメント種別による圧縮強度発現傾向は，普通コンクリートと同様であり，材齢 28日以前においては N

配合，M配合，L配合の順に高くなり，材齢 56日において同程度となることが確認された． 

(3) 中性化抵抗性は，N 配合と比較して M 配合および L 配合ともに劣るが，今回の配合を実構造物に適用す

る場合には，配合設計上，問題にはならないと考えられる． 

以上より，試験を行った低発熱型セメントおよび増粘剤一液タイプの高性能 AE 減水剤を用いた高流動コ

ンクリート配合は，マスコンクリートに適用する上で，問題がないことが確認できた． 
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N配合
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L配合

表-4 圧縮強度試験結果 

1 10 30 100

N配合 0.2 0.6 1.0 1.8

M配合 0.4 1.2 2.1 3.8

L配合 0.8 2.4 4.2 7.7

中性化深さ(mm)

経過時間(year)

表-6 推定中性化深さ 

図-1 圧縮強度試験結果 

中性化速度係数

(26週時)

1 4 8 13 26 (mm/√year)

N配合 0.0 0.0 1.1 1.2 1.6 1.01

M配合 0.0 0.0 2.1 2.8 3.5 2.21

L配合 1.8 3.4 4.1 5.0 7.0 4.43

中性化深さ(mm)

促進材齢(week)

表-5 促進中性化試験結果 
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